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主な取り組みと結果

実施内容 実施結果 備考

大学での説明会実施回数 ２３回（対面11、ｵﾝﾗｲﾝ12） ４大学で実施

大学での説明会参加者数 ９９人（対面41、ｵﾝﾗｲﾝ58）

個別相談対応 ２８人・のべ１１９人 個別研修・面談

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研修参加者 １３人・のべ６４人 集合形式・自己理解

就職決定者 １人

ＬＩＮＥ登録者数 ６２人 関係者5～6人含む



事業実施によって得られた成果

1. 潜在的ニーズ（対象者）の把握

 本事業を実施したことで、コミュニケーションが苦手な学生が就職活動に向け
て大きな不安を抱え、就職活動が実施できていないことが明確に把握できた。
そして、どこの大学にも一定数の潜在的な対象者がいることも把握できた。

2. 個別相談の必要性の確認

 就職に向けて困難を抱えた学生が相談する先を求めており、相談できることで
安心感を得られていることが確認できた。

3. 研修の有効性の確認

 個別研修およびグループ研修を実施することで、自己理解の深まりやコミュニ
ケーション力の向上が図られ、自分に自信が持てる変化が生まれることが確認
できた。



事業実施によって得られた成果

4. 大学との連携の有効性の確認

 対象となる学生支援を行う為には、大学と連携することが有効であることが確
認できた。特に、学生への広報と対象学生の紹介による連携での成果が大きい。

5. 企業側の捉え方の確認

 企業団体との意見交換会により、企業側の人手不足や採用活動の状況やコミュ
ニケーションが苦手な学生を企業が採用していく為に必要なことを把握するこ
とができた。





2024年度 実施計画

実施内容 計画 備考

大学での説明会の開催 ６大学にて実施

オープン説明会の開催 ５回（オンライン予定）

事業広報フォーラムの開催 １０月頃を予定

学生関連団体との連携 Ezorock、北海道ｴﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ、Kakotam

大学へのアンケート調査の実施 ８月と２月に予定

学生支援協議会（仮称）の設立準備 大学や行政との協議


